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一
、
し
ゃ
く
り
止
ら
ざ
る
に
、
能
限
肉
の
上
の
皮
を
焼
て
岨
〈
げ
ば
立

む
。
鼻
血
に
も
ん
乱
と
云
。

一
、
長
符
秘
薬
の
底
方

日
主
去
年
葛
西
へ
御
放
胞
の
節
.
八
十
有
飴
の
老
農
避
し
〈
焼
事
に

批
健
也
。
召
て
年
を
御
寄
あ
れ
ば
八
十
五
議
と
い
ム
。
父
を
と
へ
ば

九
十
五
に
て
、
天
年
を
絡
ふ
と
い
ふ
。
平
生
を
と
ふ
陀
病
苦
あ
る
事

注
し
。
何
と
ぞ
保
養
の
し
る
し
も
あ
り
や
と
問
は
し
む
。
世
々
一
方

の
毅
併
有
て
皆
之
と
い
ふ
。
共
方
は
大
訴
一
山
内
・
氷
砂
裕

一
斤

三
年

を
経
た
る
味
噌
一
升
主
、
年
の
都
酒
を
以
て
錦
交
て
泥
と
し
、
笠

設
く
べ
し
。

て

日
中
血
う
づ
き
の
臨時
.
男
絵
の
誕
百
筋
、
山
娘
三加持
、
塩
三
必
、

水
茶
碗
に
二
一
命
入
れ
、
さ
わ
/
¥
と
前
。
出
し
合
む
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舗
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り
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街
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一
、
淋
疾
K
K
ん
ど
う
一
分
、
ば
べ
ん
平
一
分
‘
わ
う
れ
ん
一
分
、

紅
の
花
五
庫
、
う
い
き
ょ
う
二
分
。

布
袋
へ
入
、
猪
口
に
水
を
沸
し
能
く
振
出
し、

手
引
か
げ
ん
陀
し

て
洗
ふ
ぺ
し
。
日
中
の
痛
に
合
て
妙
也
。
共
外
何
れ
の
痛
に
も
吉

可
観
小

院
程
，十

裕
粉
を
丸
く
し
平
め
に
し
て
厚
さ
三
分
・
大
さ
一

寸

分
・
中
の

穴
は
小
指
の
大
さ
な
り
。
穴
の
内
へ
右
粉
築
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
‘
そ

の
上
に
悦
樹
の
皮
の
、

上
皮
下
皮
を
と
そ
げ
・
是
主
敷
て
灸
三
制
づ

っ
K
て
取
代
る
。
但
皮
の
厚
き
は
あ
し
L
。
年
の
八
月
寸
五
日
に
す

ゑ
そ
め
て
、
我
年
の
数
ほ
ど
=
一日
め
f
l
k
す
ゑ
る
。
肢
の
仰
を
以

て
好
と
し
止
む
。
首
病

K
は
時
月
陀
不
拘
。

一、

飯

瓜

の

妙

・鍛

貝
母
を
粉
に
し
て
絹
の
袋
に
入
、
酢
K
て
摺
附
る
。
但
行
水
の
後
K

共
所
を
と
く
り
、
共
跡
へ
摺
付
る
也
。

一、

禁

断

法

唐
烏
頭
J

吋
判
明
下、
町山町
一
即
日
一
甘
い
附

μ
叩
け

柑
4
側

腕

骨
甘
二
分
五

mm

右
大
味
皆
細
末

背
猛

烈
鼠

築

設

祭

乳

香

陀
入
れ
梅
の
樹
の
下
に
担
世
。
或
は
瓦
の
土
用
の
前
に
包
め
ば
‘
設

年
正
月
以
後
取
出
し
、
或
は
多
大
怨
の
前
K
埋
め
ば
、
翌
年
七
月
以

後
取
出
し
て

用
る
と
い
ム
。
盟
富
市
民
間

戸
倉
誓
佐
云
。
酒
は
す
く
な
く
入
て
よ
し、

多
く
入
る
れ
ば
じ
る
じ

る
K
成
て
あ
し
く
候
。

四
i¥ 




